
 
今年度で４回目となる「書き初め教室」を開催いたしました。アイラック（さがみ野）からは８名、アイラックやまと

からは３名の方にご参加いただきました。短期記憶・姿勢保持・空間認知などの課題に向き合いながら、じっくり作品を

仕上げていく２時間となりました。当日のみんなのご様子について報告いたします。 

 みんなで今日の予定を確認した後は、新聞紙で自分が書

初めをするエリアを作っていきます。 

道具は多いけれど手順書を見ながらまずは 1 人で準備

してみよう。分からない道具があったり、難しいところ

は自分で先生を呼んで手伝ってもらいます。 

 書き順や、文字の「とめ・はね・はらい」など…覚える

ことがたくさん。でも、きれいな字を書くためには必要

な要素ですね！短期記憶として留める為に、見るだけで

はなく、墨をつける前の筆や指でなぞりながら記憶して

いきます。忘れないように書き順をお手本にメモしてか

ら練習するお子さんもいらっしゃいました。 

 四つん這いになったり、正座をしてみたり…。    

自分が書きやすい姿勢はどれでしょうか？色々試して

みましょう！ 

指や筆でなぞった動きを思い出しながら練習用の半紙

に書いていきます。また、先生に手を重ねて持ってもら

い、筆の動かし方を覚えたり、力を入れる加減で字の太

さが変化していくのを体感しました。 

 書き上げたら立ち上がって、自分の書いたものとお手本

を見比べてみます。お手本のような字を書くためには、

１つ 1 つの文字を丁寧に書くことに併せて全体の字の

バランスを整えることも大切。空間認知の課題です。半

紙につけた折り目を頼りに、字の配置を考えていきま

す。 

見つけた課題を次に書くときには達成できるように、先

生からアドバイスをもらいます。 

 さあ、いよいよ清書！ここまでくると「ちょっと休憩～」

とおっしゃるお子さんも。疲れが出たら休憩をすること

も大切です。普段とらない姿勢を長時間保持すること、

自己をコントロールしてゆっくり書き続けることなど、

他にもたくさんの課題に気を付けながら取り組んでき

たからこその疲れですね。それでも最後の清書を書きき

るまで頑張れたみんなの立派なこと！素晴らしい！ 

お子さん達の「うまく書きたい」！という意欲を感じた日。最初はお手本のようにうまく書けなくても怒ったり、途中

であきらめることなく「次こそは！」と清書まで書き上げることができました。書き上げてから「なんか良く書けた気が

する！」とお話しされるお子さんも。練習での成果が実を結んだ瞬間でした！なかなかうまくいかなくても、コツコツと

あきらめずに取り組むためには「僕なら、私ならきっとできる」という経験の積み重ねが必要です。お子さん達の日々の

「できた！」の経験が、あきらめずに最後まで取り組むためのエネルギーとなっているように感じました。参加してくれ

たみんなが「あきらめずにやったらやっぱりできた！」「これができた自分ってすごい！」と思って帰っていますように！ 

来年も企画いたします。またのご参加お待ちしております♪                    （文責：松本） 

～イベント報告「書き初め教室」～ 



※グレーは閉所日となります。 

 

※祝日も開所いたしますが、各月の予定を必ずご

確認いただきますようお願いいたします。 

 

※イベント開催日は、通常療育はお休みとなりま

す。イベントの詳細については、後日ご連絡さ

せていただきます。 

 

※4月以降のスケジュールは現在作成中です。 
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児童発達支援イベント

「学校体験」♪（予定）

アイラックやまと

放課後等デイサービスイベント

「ダンス・体操発表会」♪

スタッフの研修報告 

 

 

  
～keep Safe正規インストラクター（基礎）、Good Wayモデル正規インストラクター研修を受講しました！～ 

アイラック（さがみ野）、アイラックやまと、アイラックサポートでは、スタッフの資質の向上を図る為に様々 

な取り組みをしています。毎月の「お母さん・お父さんのための勉強会」にスタッフが参加しているのも、その 

一環です。また、アイラックで実施している勉強会以外にも、スタッフが積極的に研修を受けられるような体制 

を整えています。今回は、アイラックサポートの石射が受講した、keep Safe正規インストラクター研修（基礎）、

Good Wayモデル正規インストラクター研修についてご紹介いたします。 

 

「Keep Safe プログラム」という、対人関係や性に課題のある知的障がい・発達障がいの人の為の地域支援 

アプローチがあります。認知行動療法をベースとし、ご本人自らが、Goodwayを選び取れること（お子さんが 

行動と結果のつながりを理解して意思決定をしていくこと、問題解決のスキルを得ていくこと、自身にとって良 

くない行動の再発を防止していくことなど）をねらいとしています。他県では、特別支援学校高等部の自立活動 

の時間や、地域自立支援協議会で取り組んでいるところもあります。Keep Safeプログラムを実施するためには、

正規インストラクター研修を修了した人が複数名でチームを作ることが必要です。正規インストラクター研修修 

了者は、日本で 300名ほどいるとのこと。正規インストラクター研修は日本全国で行われています。修了者を 

増やすことで、地域に支援者を増やすことができ、その支援者が人垣となって支援をしていくという効果も生ま 

れます。 

 

 プログラムの規約上、アイラック内で実施をすることは、現時点ではできません。が、地域で研修修了者を増や 

して、いつの日か、アイラックやこの地域で、プログラムを必要としている人たちに届けられたらと考えています。 

（石射） 

 

 

 

＜ご利用料 引落のご案内＞ 

 

引落日 2 月２6日（月）  

引落先名称 アイラック または アイラックやまと 
どちらもご利用いただいている場合は、それぞれ引落

させていただきます。 

同封する請求書 １2月ご利用分 
未払分がある方は、未払金額を明記し、今回自動引落

させていただく合計金額を記載しております。 

同封する領収書 11 月ご利用分 
1月の引落ができず、2 月に合算で引落ができた場合

は、次月のお便りに領収書を同封いたします。 

 

 

＜3月のスケジュール＞ 

 

 


